
　川辺第二保育所で豆まきが行われました。川辺第

二保育所では各教室の入り口にヒイラギとイワシの

頭を飾るなど、園児らは事前に節分の理解を深めて

臨みました。 

　保育所に隣接する「さわやかナーシング川辺」の

スタッフが扮する赤鬼と青鬼が教室に入ると泣いて

逃げだす子もいましたが、先生に励まされると勇気

を出して豆をぶつけていました。 

　鬼が降参すると、鬼と園児が一緒に「さわやかナ

ーシング川辺」などの施設を訪れ、お年寄りと豆ま

きをし、交流を図りました。 

■ 「鬼は外！」園児が鬼退治 
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歳入決済額の推移 
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減
少
が
続
く
歳
入 

　
川
辺
町
で
は
、
平
成
14 
年 
度
以

降
、
年
々
歳
入
が
減
り
続
け
て
お 

                           

り
、
平
成
14
年
度
か
ら
の
５
年
間

で
13 
億
円
以
上
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
町
税

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
の
ほ
か
、

特
に
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
減

額
さ
れ
依
存
財
源
割
合
が
低
下
し

て
い
る
の
が
大
き
な
要
因
で
す
。 

　
今
後
も
人
口
の
減
少
や
不
透
明

な
景
気
の
動
向
な
ど
歳
入
の
増
加

は
厳
し
い
見
通
し
で
あ
り
、
企
業

誘
致
な
ど
歳
入
増
に
向
け
た
努
力

を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
効
率

的
な
予
算
配
分
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

 

増
加
す
る
町
債
残
高 

　
町
債
と
は
町
の
借
金
の
こ
と
で
、 

単
年
度
に
多
額
の
費
用
を
必
要
と

す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
借

り
入
れ
を
行
い
、
後
年
度
に
お
い

て
返
済
を
し
て
い
く
も
の
で
す
。 

　
川
辺
町
で
は
、
近
年
、
ダ
ム
湖

周
辺
遊
歩
道
、
川
辺
西
タ
ウ
ン
、

中
学
校
屋
内
運
動
場
、
第
３
保
育

所
、
中
央
公
民
館
図
書
室
な
ど
の

建
設
事
業
に
対
し
て
借
り
入
れ
を

行
い
、
町
債
残
高
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
の
残
高
は
元
金
の

残
高
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
利
子

も
返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
町
債
残
高
の
増
加
は
将
来
の
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す 

も
の
で
す
の
で
、
今
後
も
借
り
入

れ
に
は
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

                      

　
川
辺
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
行
財
政
状
況
に
対
処
す
る
た

め
「
川
辺
町
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
41 
項
目
に
お
よ

ぶ
改
革
事
項
を
実
行
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
に
は
、
ご
み
収
集
手
数

料
や
水
道
料
金
な
ど
各
種
料
金
の

見
直
し
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金 

『
川
辺
町
第
4
次
行
政
改
革
』 

  
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て 

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況 

行
政
改
革
の
実
施 

20億2901万円 

73億7549万円 

84億1667万円 
91億5812万円 

94億4852万円 95億148万円 

17億2430万円 

22億8083万円 

15億8866万円 

25億0057万円 

16億3461万円 

23億3349万円 

18億1573万円 

25億4924万円 

17億1010万円 

29億1359万円 

19億5633万円 

27億5132万円 

20億4365万円 

24億4836万円 

22億7458万円 

20億3506万円 

18億1856万円 

17億8697万円 

17億4765万円 

町債残高の推移 

　厳しい財政状況の中、川辺町では川辺町第４次行政改革を行い、財政の立て直

しに努めています。第4次行政改革実施以降の3 年間での効果を報告します。 

〜
効
果
額
は
4
億
9
5
4
0
万
円
に
〜
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削
減
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
に
負

担
を
お
願
い
し
た
項
目
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
職
員
数
や 

町
議
会
議
員
定
数
の
削
減
、
収
入

役
の
廃
止
、
特
別
職
（
町
長
な
ど
）
、

議
員
、
一
般
職
員
の
期
末
手
当
の

見
直
し
な
ど
人
件
費
削
減
に
つ
い

て
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
第
４
次
行
政
改
革
実
施
以

降
の
３
ヵ
年
（
平
成
17 
年
度
〜
平

成
19 
年
度
）
で
約
５
億
円
の
改
革

効
果
額
を
生
み
出
し
、
当
初
に
見

込
ま
れ
て
い
た
財
源
不
足
額
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
、
各
種
基
金
を
取

り
崩
す
こ
と
な
く
諸
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
今
後
も
防
災
や
防
犯

な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
諸
事
業
や
町
借
入

金
償
還
額
の
増
加
な
ど
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
財
政
運

営
は
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

         

行政改革による効果額（平成17年度から平成19年度までの効果額） 

職員数の抑制 ・平成14年度125人　→　平成19年度107人 
・早期勧奨退職制度の活用、新規採用の抑制など 

行 革 項 目 効 果 額 取　組　内　容 

7403万円 

上米田支所の廃止 ・平成18年3月31日廃止 15万円 

給食センター・保育所調理
員・学校用務員の嘱託員化 

・給食センター調理員9人のうち3人を嘱託員化 
・保育所調理員6人のうち4人を嘱託員化 
・学校用務員の完全嘱託員化 

1187万円 

上米田支所があった 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 

嘱託員化が進む調理員 

申請書類の簡素化、閲覧図 
書類の電子化、道路用製品 
等二次製品の採用拡大、新 
工法の活用、機械化施工 

・道路改良工事などの二次製品採用拡大、機械化施工 
・閲覧設計書の電子媒体化 
・コピー用紙の両面印刷 
・庁舎室内照明、空調環境の適正化 

54万円 

単年度契約の見直し ・長期継続契約の制度化（条例制定） 
・施設警備保障業務・保守点検業務などの長期継続契
　約（複数年契約）の締結 

341万円 

下水道事業計画などの見直
し 

・一部地域を合併浄化槽処理にするなど事業を見直し
　ました。 
・下水道事業ＰＲによる水洗化率の向上 

1億5614万円 

道路側溝など二次製品 

を用いた道路改良 
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職員駐車場料金の見直し ・職員駐車場料金年間　2千円　→　7千円 99万円 

住宅使用料の見直し 　川辺西タウンの住宅使用料（利便性係数）を見直し
ました。 

76万円 

遊休土地の計画的な処分 ・遊休土地を一般競争入札により売却しました。 3006万円 

水道料金の見直し ・一般用従量料金　　160円　→　175円 
・一般用基本料金　1,900円　→ 1,905円 
・工場用基本料金　9,500円　→ 9,525円 

1760万円 

川辺西タウン 

山楠の貯水池 

ごみ収集手数料の見直し ・一般可燃ごみ収集手数料 
・ごみ袋（大）　50円　→　75円 
・ごみ袋（小）　30円　→　45円 

595万円 

水道配水設備申請検査手数
料の見直し 

・一般用給水装置検査手数料 
　600円　→　1,000円 

6万円 

健康診査徴収金の見直し 　70歳以上の方及び町県民税非課税世帯の方を含む受
診者全員の方から個人負担をお願いしました。（生活
保護世帯は除く。） 

232万円 

ごみ収集の様子 

人件費の抑制 ・議員定数の見直し　12人　→　10人 
・議員報酬の見直し　10％削減 
・議員期末手当の見直し　0.2月削減 
・町長など特別職の給料の見直し　10％削減 
・特別職、一般職の期末手当の見直し　0.2月削減 
・管理職手当の見直し　50％削減 
・収入役の廃止 
・一般事務嘱託職員の廃止 
・公民館運営審議会委員と社会教育委員の統合 

9949万円 

10人での船出となった 

川辺町議会 
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経費支出の見直し 
委託料・報償費などの削減 

・清掃業務の見直し（日常的な清掃業務を職員で行 
　い、専門業者による清掃回数などを見直しました。） 
・設計業務の見直し（一部の業務について職員で設計、
　測量業務を行いました。） 
・町税前納報奨金を廃止 
・インターネット情報の活用により、図書購入費等
　の削減 
・可茂総合庁舎など県関係機関への郵便物を当該施
　設近隣に居住している職員で直接配達しました。 

・補助金交付対象事業などの検証を行い、被交付団
　体との協議の結果、補助金を見直しました。 

1029万円 

滞納整理の強化 ・滞納者の預金、財産調査、勤務先訪問予告通知、
　差押え、換価の実施 

7265万円 

補助金及び負担金の見直し 909万円 

合　　　計 4億9540万円 

                                 

                                 

    

５
年
で
14
人
減 

定
員
適
正
化
計
画
と
は
、
職
員
の

定
数
削
減
を
目
的
と
し
、
平
成
17 

年
４
月
１
日
の
職
員
数
１
１
４
人

（
保
育
士
、
給
食
調
理
員
を
含
む
）

を
平
成
22 
年
４
月
１
日
で
１
０
０

人
と
す
る
計
画
で
す
（
左
表
参
照
）
。 

退
職
者
の
補
充
お
よ
び
新
規
採
用 

                     

 

者
の
抑
制
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、 

勧
奨
退
職
制
度
を
活
用
し
、
こ
の

計
画
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。 

       

創
意
工
夫
で
サ
ー
ビ
ス
向
上 

　
今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源
と
職

員
数
の
減
少
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

厳
し
い
行
財
政
運
営
と
な
っ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
川
辺
町
で
は
、
勤
務

評
定
の
実
施
や
研
修
の
強
化
に
よ

り
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
で
創
意

工
夫
を
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
工
夫
次
第
で
は
費
用
を

か
け
ず
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
多
く
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
職
員
を
時
差
出
勤
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
毎
週

水
曜
日
の
窓
口
業
務
延
長
（
午
後

７
時
ま
で
）
は
そ
の
一
例
で
す
。 

 

             

　
こ
の
よ
う
な
努
力
や
創
意
工
夫

を
重
ね
た
う
え
で
行
政
が
実
施
す

べ
き
こ
と
、
行
政
と
住
民
が
協
働

で
実
施
で
き
る
こ
と
、
町
民
の
み

ん
な
さ
ん
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
な
ど
を
見
極
め
、
既
存

事
業
の
整
理
・
再
編
・
合
理
化
に

努
め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
行
政
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

           

行政改革による効果額 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１ 

　
　
　
（
内
線
２
１
６
） 

※H20年度以降の退職者及び新規採用者は見込み数値です。 

年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

職員数 125 126 120 114 110 107 102 100 100

対前年増減 － 1 △6 △6 △4 △3 △5 △2 0

退職者数 5 7 7 10 9 8 6 2 2

新規採用者数 6 1 1 6 6 3 4 2 2

定
員
適
正
化
計
画 

行
政
改
革
の
今
後 

水曜日は午後７時まで 
　　窓口業務延長 
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《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

岡
本
伊
蔵
　
様 

　
　
　
　
￥
３
０
，０
０
０ 

 

柴
田
喜
代
子
　
様 

　
　
　
　
　  

車
い
す
１
台 

 

匿
名
　
様 

　
　
　
　
￥
１
０
，０
０
０ 

 

匿
名
　
様 

　  

食
器
洗
剤
、
マ
ン
ガ
本 

 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
１
団
　
様 

　
　
　
　
　  

車
い
す
２
台 

 

川
辺
西
小
学
校
児
童
会
　
様 

　
　
　
　
　  

車
い
す
１
台 

 《
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
川
辺
へ
》 

加
藤
光
彦
　
様
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

門
松 

 《
ゆ
う
ゆ
う
舎
川
辺
へ
》 

ユ
ニ
ー
株
式
会
社 

　
ア
ピ
タ
美
濃
加
茂
店
　
様 

　 

加
湿
器
、
食
器
洗
浄
機
、 

　  

電
卓
、
掃
除
機 

◎
寄
付
・
寄
贈 

◎
奉

仕

作

業 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

寄
付
・
寄
贈
・
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　町内の各小学校で6年生の児童を対象

に租税教室が行われました。講師を川辺

町役場税務課の職員が務め、小学生にと

って最も身近な消費税を中心に税のしく

みについて説明をしました。 

　児童らは税金がないと道路や信号もな

く、ゴミも回収されず、救急車や消防車

を呼ぶと高額な費用がかかるなど税金の

必要性を理解できたようでした。授業後

の感想では「税金がなぜ必要か分かって

よかった。」と感想を語っていました。 

　給食週間（1月21～28日）に合わせ、

川辺町内の各小学校で給食感謝祭が行わ

れました。各小学校で給食委員会などが

給食のクイズや給食ができるまでの説明をし、児童らは給食への理解を

深めることができました。 

　また学校給食センターの栄養士、調理員を招き、生徒から感謝の手紙

や寄せ書きを手渡しました。手紙には「いつもおいしい給食をありがと

う」「嫌いな野菜も食べられるようになりました」といったものがあり

ました。 

　川辺中学校で「川辺町故郷再発見」をテーマとして、総合学習の授業

が行われました。生徒らは地域の方を講師に招き大太鼓1張、小太鼓2

張を使い、太部古天神社のおはやしを練習したり、この地域の伝統料理

である菊花カブと岩石卵を作り、伝統の味を味わいました。 

　また、単に調べたり、体験するだけでなく、生徒自身がふるさとの川

辺町にどのように関わっていくか考えてもらい、川辺町を見直すよいき

っかけになったようです。 

1
25

（金） 

16
1

（水） 

30
（水） 

24
1

（木） 
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　防災システム研究所所長の山村武彦氏を講師に迎え、防災講演会が開

催されました。山村先生は阪神淡路大震災発生2時間後に現地入りする

など数多くの経験から、避難袋に入れておくとよいもの、地震発生直後

の心構えや行動など実践的な話をしました。また「安全は誰かに与えら

れるものではなく、自分で勝ち取るもの。自分の身は自分で守るという

意識が重要」と強調したうえで、個人や地域、行政、企業それぞれの役

割の先進事例の紹介がありました。 

　参加者からは、「実践的なよい話が聞けた。」「家に帰って、家族にも

話したい。」といった感想が聞かれ、防災意識が高まったようでした。 

　町では、平成19年度に「電源立地地域対策交付金」836万円の交付を

受け、比久見地内の町道6072号線（善教寺線）の道路工事を行いました。

この工事は、総延長227ｍの区間で道路幅員を拡幅し、通行者の安全を

確保するとともに、雨水の適正な排水のため道路両側に側溝（排水路）

を設置しました。 

　※電源立地地域対策交付金とは、発電用施設が存在する市町村で 

　　行われる公共用施設整備や、住民福祉の向上に資する事業に対 

　　して交付金を交付することで、発電用施設の設置に係る地元の 

　　理解促進等を図ることを目的としています。 

3
2

（日） 

　Ｂ＆Ｇ海洋センターでキンボール大会が行われ、小学生から60代ま

での参加者約80人で熱戦が繰り広げられました。参加者は直径1ｍ22〞

の巨大なボールの扱いに苦戦しながらも、楽しそうにプレーをしていま

した。また会場にはスポーツチャンバラやカローリングの体験コーナー

も設けられ、参加者は試合の空き時間を利用して、話題の軽スポーツに

挑戦していました。　 

〈成績〉 

一般の部　（優勝：下麻生　準優勝：下飯田　３位：オムキンズ） 

小学生の部（優勝：ミックスサンズＢ　準優勝：名探偵コナン） 

17
2

（日） 

　第一保育所で、お店屋さんごっこが行われました。商品は1ヵ月ほど

前から園児や保育士が作ったり、保護者に依頼して用意しました。 

　園児らは、交代で店員さん役とお客さん役を楽しみました。店員はケ

ーキ屋さん、お寿司屋さん、アクセサリー屋さんなどそれぞれのお店の

衣装を着て、「いらっしゃい、いらっしゃい。」と呼び込みに声を張りま

した。お客さんは何を買おうか悩んだり、お店の人とのやりとりを楽し

んでいました。 

7
2

（木） 
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　赤ちゃんがお母さんからもらった病気に対する免疫は、百日ぜきでは生後3カ

月までに、はしかでは生後１２カ月までにほとんど自然に失われていきます。

そのため、この時期を過ぎると、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防す

る必要があります。その助けとなるのが予防接種です。子どもは年齢とともに

活動範囲が広がり、いろいろな病気にかかりやすくなります。平成19年の春に

は若年成人の麻しんの大流行もありました。この機会に予防接種についてよく

理解して、決められた時期に予防接種を受けるようにしましょう。 

　また、予防接種を受けるに当たり接種間隔に注意しましょう。 

予防接種に使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、異なった

種類のワクチンを接種する場合に間隔を守ることが必要です。 

　生ワクチン（ポリオ・麻しん風しん混合・麻しん・風しん・BCG) は、接種

してから27日以上あけ、不活化ワクチン（三種混合・二種混合・日本脳炎）は、

接種してから6日以上あける必要があります。 

　接種間隔を守らないと、予防接種の副作用が出やすくなったり、効果が得ら

れないことがあります。母子健康手帳をみて正しい接種間隔で接種しましょう。 

☆平成20年4月1日より、麻しん風しん混合予防接種が、中学１年生、高校3年

生に対して実施されることになりました。 

　詳細は、事前にお知らせしますので、見逃さずに是非受けるようにしてくだ

さい。 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

1月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 

出　生 

西栃井　　小川　　顕      

　＝美濃加茂市　　　川添友里子 

下川辺　　堀部　満由      

　＝多治見市　　　　安藤　一馬 

結　婚 

人　口……… 11，065人    （56減）  

男………………5，453人    （ 8減） 

女………………５，612人  （48減） 

世帯数………３，629世帯  （28増） 

平成20年2月１日現在の人口・世帯数 

（カッコ内は前年同月比） 

石　神　　水　野　優　杜 

中川辺　　天　池　朱　花 

西栃井　　佐　伯　文　瞭 

下川辺　　　　木　璃　久 

福　島　　三　尾　真　　 

比久見　　馬　場　真　珠 

下吉田　　日比野　夢　咲 

上川辺  

中川辺  

中川辺 

西栃井 

西栃井  

下川辺

下飯田

比久見 

下麻生 

ゆう　と 

しゅ　か 

ふみ　あき 

り　 く 

ま　 りん 

し　　ず 

み　 さき 

死　 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL . 53-2515

85歳 女　好夫 

76歳  女　本人

83歳 女　芳孝

77歳 男　本人

92歳  女　　一

86歳　男　本人 

90歳 男　本人 

58歳 男　本人 

79歳 女　賢治 

大　脇　冨美子 

渡　邉　美代子 

福　井　　ま子 

田 　原 　 悟　  

川　口　すみゑ 

木 下 智 司  

山 田 　 尾  

長 瀬　 勇　 

小　栗　さち子 

予防接種を受けて病気を予防しましょう 

「子ども予防接種週間」 

匡府叙 

慶明 

誠治 

裕弥 

満広 

和志 

誠 

男 

女 

男 

男 

女 

女 

女 
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【4月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388
〈開 館 時 間〉　9:30～12:00/13:00～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 

☆子育て相談 

　子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽にご相談ください。お電話もお待ちしています。 

たまごひろば 

　☆0・1歳児対象《月曜日》10時～ 

　　　7日……読み聞かせ（ブレーメンのお話隊）

　　21日……5・6月カレンダー作り 

ひよこひろば 

　☆2才以上対象《火曜日》10時～ 

　　 1日……読み聞かせ（ブレーメンのお話隊）

　　22日……5・6月カレンダー作り 

発育測定･相談 

　　28日（月）……10時～11時 

　　　　　（持ち物）母子手帳、バスタオル 

バス遠足予約 

　　15日（火）から予約開始します。先着36名です。 

みんなでランチ 

　　10日（木）……12時～1 時（自由参加）　　

　　　　　（持ち物）お弁当・水筒・敷物 

　　　　　　芝生ひろばでみんなで食べましょう。

　★カレンダー作りは、午前10時からと午後1時

　　半からの2回行ないます。どちらでも都合の

　　よい方に参加できます。 

　※予定は、変更になることもあります。 

【4月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 

 

　毎回読み聞かせのボランティアさんがみんなに

楽しい本を読んでくれます。参加は、無料です。

親子参加も歓迎です。 

読み聞かせの日　 
（毎月第4土曜日）　13：30～ 

　世界の童話や日本の昔話など、楽しいお話を用

意してます。自由参加ですので、友だちをさそっ

て観にきてください。親子での参加も歓迎です。 

☆活動の無い日も、広いプレイルームや、中庭の芝生 

　広場で、自由に遊べます。 

【カレンダー作り】 【読み聞かせ】 

【サークル登録】 

　サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日 

行っています。 

 5日（土）　映写会の日 

11日（金）　おはなしなあに 

12日（土）　なかまあそびの日 

18日（金）　あそびっこ 

19日（土）　工作の日 

25日（金）　ふれあいタイム 

26日（土）　読み聞かせの日 

 

映写会の日 
（毎月第1土曜日）13：30～ 
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（都合により日時などが変更になることもあります。） 

入札参加業者数 工　事　名 契約方法 

一般競争入札 

工事場所 予定価格 落札価格 落札業者 

川辺町 
比久見地内 

佐伯綜合建設 
株式会社 

比久見住宅既設 
解体撤去工事 

13,545,000 12,705,000 9

 ＊入札結果詳細は、総務企画課にて閲覧できます。【問い合わせ先】総務企画課　TEL 53-2511（内線216） 

予定価格が500万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 

4

相 談 窓 口 相 談 窓 口 

■イベント ■保育所・学校行事 

 

■ごみ収集 

   9　・10　・23　・24　　ペットボトル 

  9　・10　　蛍光管 

  8　　　　　ガラス、資源ビン、可燃粗大　 

11　・25　　その他プラスチック 

　　　　（午前9時までに出してください） 

 

  1　　　　　桶がわ祭 

  5　・6　　　諏訪神社祭礼 

  6　　　　　消防団入退団式 

12　・13　　太部古天神社祭礼 

19　・20　　阿夫志奈神社春の例祭 

健康相談 

【日時】3月17日（月）　10時～11時 

　　　　3月19日（水）　10時～11時 

【場所】保健センター  

        　（19日は､やすらぎの家） 

【相談者】保健センター職員 

【問い合わせ先】保健センター　Tel 53-2515 

 

無料法律相談【要予約】 

【日時】3月12日（水）13時～16時 

【場所】やすらぎの家 

【相談者】岐阜県弁護士協会 

【問い合わせ先】やすらぎの家　Tel 53-2121 

 

心配ごと相談 

【日時】3月19日（水）9時～12時 

【場所】やすらぎの家 

【相談者】心配ごと相談員 

 

 

川辺町教育相談電話 

【日時】月～金曜日 

　　　　8時30分～17時15分 

【場所】専用電話での相談 

　　　　Tel 53-4649（直通） 

【相談者】教育委員会担当職員 

【問い合わせ先】教育委員会  Tel 53-2650 

 

男女共同参画プラザ　相談窓口 

【相談内容】子育て・DV・セクハラ・家庭など 

【日時】日～木曜日　9時00分～12時00分 

　　　　　　　　　 13時00分～17時00分 

【場所】専用電話での相談 

　　　　Tel058-278-0858（直通） 

【相談者】（財）岐阜県地域女性団体協議会職員 

【問い合わせ先】 

（財）岐阜県地域女性団体協議会職員 

　県民ふれあい会館3階　Tel058-275-4386

 5　　入園式（各保育所） 

 7　　入学式・始業式（各小中学校） 

24　　春の遠足（第一・二保育所） 

25　　西小PTA総会 

　　　東小PTA総会 

26　　北小PTA総会 

29　　川辺中PTA総会 

 

4

公共工事入札結果　1月の入札 公共工事入札結果　1月の入札 
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3月の税 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　3月31日まで 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
　
ガ
ラ
ス
工
芸
講
座 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
の
ガ
ラ
ス

工
房
で
は
、
次
の
２
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座 

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
初
級
講
座 

【
開
催
日
時
】 

・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午 

・
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時 

・
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午 

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

【
定
員
】 

・
吹
き
ガ
ラ
ス
初
級
講
座 

　
各
曜
日
３
人 

・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
初
級
講
座 

　
各
曜
日
15
人 

【
対
象
】
一
般
成
人 

【
会
場
】
わ
く
わ
く
体
験
館 

【
受
講
料
】 

９
０
０
０
円
（
６
回
分
） 

材
料
費
別
途
必
要 

【
募
集
締
切
日
】 

３
月
22
日
（
土
） 

【
応
募
方
法
】 

電
話
で
応
募
い
た
だ
く
か
、
直
接

窓
口
へ
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク 

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」 

　
６
５
―

１
５
１
５ 

春
の
交
通
安
全
運
動 

　
平
成
20
年
４
月
６
日
（
日
）
か

ら
４
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
ご
家
族
や
職
場
な
ど
、
身
近
な

人
に
声
を
か
け
合
い
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１
（
内
線
２
１
３
） 

 

国
家
公
務
員
募
集 

　
人
事
院
は
平
成
20
年
度
中
に
次

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
申
込

用
紙
・
受
験
案
内
は
郵
便
で
も
請

求
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院

中
部
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

【
受
付
期
間
】 

・
　
種
試
験
　 

　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
８
日（
火
） 

・
　
種
試
験
　 

　
４
月
11
日（
金
）〜
４
月
22
日（
火
） 

・
　
種
試
験 

　
６
月
24
日（
火
）〜
７
月
１
日（
火
） 

【
第
一
次
試
験
日
】 

・
　
種
試
験
　
５
月
４
日
（
日
） 

・
　
種
試
験
　
６
月
22
日
（
日
） 

・
　
種
試
験
　
９
月
７
日
（
日
） 

【
受
験
案
内
の
配
布
開
始
日
】 

・
　
種
、
　
種
　
２
月
１
日
（
金
） 

・
　
種
　
　
　
　
５
月
12
日
（
月
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

人
事
院
中
部
事
務
局 

　
０
５
２
―

９
６
１
―

６
８
３
８ 

 

岐
阜
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ 

チ
ャ
ー
」
の
募
集
に
つ
い
て 

　
食
品
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
は
、
食

品
の
表
示
に
対
す
る
県
民
の
不
安

感
を
取
り
除
く
た
め
、
消
費
者
等

が
県
内
の
食
料
品
販
売
店
に
お
い

て
日
常
の
買
い
物
を
し
な
が
ら
、

食
品
の
表
示
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

食
品
の
表
示
適
正
化
を
図
る
た
め

に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】 

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
で
、
県
が

行
う
食
品
表
示
に
関
す
る
研
修 

（
平
日) 

を
受
け
る
こ
と
が
可
能

な
方 

【
募
集
人
数
】 

１
３
０
名
（
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
考
慮
し
選
定
） 

【
活
動
内
容
】 

県
内
の
小
売
店
で
不
適
正
な
食
品

表
示
を
見
つ
け
た
ら
県
へ
報
告 

【
活
動
期
間
】 

６
月
〜
平
成
21
年
１
月
末 

【
申
し
込
み
方
法
】 

応
募
用
紙
に
記
入
し
郵
送
、
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

【
申
し
込
み
期
限
】 

４
月
11
日
（
金
）
ま
で 

【
応
募
用
紙
配
布
】 

県
庁
農
政
課
ま
た
は
各
農
林
事
務

所 【
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】 

県
庁
農
政
課 

　
０
５
８
―

２
７
２
―

８
４
１
５ 

　
０
５
８
―

２
７
８
―

２
６
８
０ 

 

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す 

　
平
成
21
年
１
月
、
上
場
会
社
の

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
上
場
会
社
の
株
券
は
無
効

と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会

社
な
ど
の
金
融
機
関
の
口
座
で
電

子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。 

　
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。
ご
自
宅
の
タ
ン

ス
や
貸
金
庫
で
長
期
間
保
管
さ
れ

て
い
る
株
券
の
中
に
は
、
名
義
書

換
や
転
居
の
際
の
住
所
変
更
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
本
証
券
業
協
会 

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー 

　
０
３
―

３
６
６
７
―

４
５
０
０ 

FAX
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【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…下水道整備区域の人口 

 

検針にご協力を 
毎月5 ～ 9 日の間に水道メータの検針を行っています。 
次のことにご協力ください。 
・メータボックスの上に物などを置ないでください。 
・メータボックスの付近に犬をつながないようにしてください。 水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

5,742人 1,789世帯 68.8% 

 0.2% 

 

+8人 +9世帯 

区 域 内 人 口  8,347人 

 

下水道の接続状況 （平成20年1月31日現在） 
～上下水道課からのご案内～ 

お
詫
び
と
訂
正 

　
広
報
か
わ
べ
２
月
号
の
「
私
 

た
ち
の
ま
ち
の
こ
ん
な
話
題
」
 

に
掲
載
し
ま
し
た
、
加
茂
高

校
ボ
ー
ト
部
の
三
輪
彩
乃
さ

ん
（
中
川
辺
）
、
篠
田
成
美

さ
ん
（
石
神
）
が
県
民
栄
誉

賞
を
団
体
受
賞
さ
れ
た
記
事

で
写
真
が
誤
っ
て
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も

に
関
係
者
な
ら
び
に
読
者
の

み
な
さ
ま
に
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

国民年金保険料の前納制度について 
一定期間の保険料を前もって納める「前納」は、毎月納めるのに比べ手間がかからず、保険料が割引され、 

お得です。（口座振替による前納はさらに割引があります。） 

こんなにお得です（平成20年度の例） 

小学校1 年生になるお子さんの　 

福祉医療費受給者証（乳幼児等）の交付について 
　平成20年4月に小学一年生となられる福祉医療費受給者（乳幼児等）の方は、現在お持ちの受給者証の有効期

限が平成20年3月31日で終了となります。平成20年4月1日以降に使用していただく新しい受給者証（桃色）を3

月下旬に役場住民課から、世帯主様宛で郵送させていただきます。 

　なお、受給者証更新により、いままでの受給者証の返還、手続きなどは必要ありません。ご不明な点はお問い

合わせください。 

交付対象者：平成13年4月2日から平成14年4月1日生まれの方 

【問い合わせ先】役場住民課　福祉医療担当　TEL53ｰ2511（内線125） 

保険料月額　14，410円（平成20年4月から14，100円から14，410円に保険料が改定されます。） 

・平成20年4月分～平成21年3月分の一年分を毎月現金で納付すると 

　　14，410円×12ヶ月＝172 ,920円になります。 

 
《一年前納の場合》 

・4月中に納付書で現金前納すると　　169,850円「3,070円お得」 

・4月に口座振替で前納すると　　　　169,300円「3,620円お得」 

　その他にも、半年分をまとめて納付する6ヵ月前納や口座振替による1ヵ月前納（通常の振替日は翌月末

ですが、当月末の振替にすると月々の保険料が50円安くなる。）などの割引制度がありますので、詳しくは、

美濃加茂社会保険事務所へお問い合せください。 

　※金額は、いずれも平成20年度の保険料額及び前納額で計算したものです。1ヵ月の保険料額は毎年度　

　変わりますので、ご注意ください。 

【問い合わせ先】美濃加茂社会保険事務所　TEL25－8181
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飛
騨
川
流
域
に
は
、
早
く
か
ら

道
路
が
開
通
し
て
い
ま
し
た
。
関

か
ら
下
麻
生
、
下
呂
へ
、
さ
ら
に

は
高
山
を
経
て
、
野
麦
峠
、
松
本

へ
と
通
じ
て
い
た
の
で
す
。
 

　
下
麻
生
に
は
駅
舎
が
あ
っ
て
、

加
茂
駅
と
称
し
、
常
時
、
駅
馬
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
関

係
か
ら
、
県
大
明
神
が
、
こ
の
時

代
に
す
で
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
山
岳
信
仰
の
名
残

を
と
ど
め
る
神
社
で
す
。
 

　
県
神
社
の
由
来
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
方
に
災
害
や
疫
病
が
流
行
し

た
た
め
、
尾
張
国
大
県
神
社
（
犬

山
市
）
か
ら
、
勧
請
し
た
と
あ
り

ま
す
。
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）

九
月
の
こ
と
で
、
か
な
り
古
い
神

社
で
す
。
 

　
県
神
社
の
祭
礼
行
事
に
「
お
け

が
わ
祭
」
が
あ
り
ま
す
。
祭
の
日

に
、
氏
子
が
赤
飯
を
乞
食
の
頭
の

上
か
ら
か
ぶ
せ
る
行
事
で
す
。
こ

の
行
事
に
は
次
の
よ
う
な
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
 

　
今
年
は
長
雨
が
続
い
て
、
秋
の

収
穫
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
一
人
の
乞
食
が
神
社

に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
乞

食
は
、
昼
は
家
を
ま
わ
っ
て
食
べ

物
を
も
ら
い
ま
し
た
。
村
人
は
残

り
少
な
い
食
物
を
こ
の
乞
食
に
与

え
た
の
で
す
。
 

　
や
が
て
不
思
議
な
こ
と
に
、
天

候
も
回
復
し
、
作
物
も
収
穫
が
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
人
は
、
あ
の
乞
食
は
神
の
お
使

い
と
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
以
来
、
祭
礼
日
に
は
、
赤
飯
を

炊
い
て
乞
食
に
振
る
舞
っ
た
の
で

し
た
。
昭
和
の
初
め
ま
で
は
、
朝

早
く
か
ら
乞
食
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
乞
食
の
姿
も
な
く
な
り
、

乞
食
の
人
形
を
作
っ
て
、
境
内
に

飾
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、

役
員
の
人
が
、
乞
食
の
身
代
わ
り

と
な
っ
て
、
こ
の
行
事
を
守
っ
て

い
ま
す
。
 

川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

 

※
ふ
る
さ
と
の
史
話
を
執
筆
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
、
木
下
尚
年
さ
ん

は
昨
年
９
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
、
生
前

お
預
か
り
し
て
い
た
原
稿
に
よ
り
今

月
号
ま
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
る
執
筆
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
も
に
、
改
め
て
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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４
月
よ
り
川
辺
町
第
４
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
歴
史
・
文
化
・

伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
、
過
去
３

次
に
わ
た
る
総
合
計
画
の
再
検
証

を
旨
と
し
な
が
ら
、
町
民
皆
様
３
，

０
０
０
名
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会
、
川
辺
町
議
会

の
皆
様
に
は
、
１
年
以
上
に
わ
た

り
慎
重
、
綿
密
に
ご
協
議
い
た
だ

き
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
指

導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
町
民
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
安
心

し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
（
安
全
と
健
康
）
、
豊

か
な
自
然
と
産
業
活
動
を
調
和
し

て
い
く
こ
と
（
環
境
と
産
業
）
、

新
た
な
時
代
に
対
応
し
と
も
に
築

き
創
造
し
て
い
く
こ
と
（
改
革
と

協
働
）
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
平

成
２４
年
度
の
将
来
像
を 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
し
く
輝
く 

   

水
辺
と
心
を
育
む
ま
ち 

 
と
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

美
し
い
水
辺
と
健
康
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
と
に
、
し
ば
し
ば
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、
目

標
年
度
で
あ
る
平
成
２４
年
に
は
、

ぎ
ふ
清
流
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ボ
ー
ト
競
技
会
場
に
内
定
し
て
い

る
川
辺
町
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で

ボ
ー
ト
王
国
と
し
て
培
っ
て
き
た

知
識
と
経
験
を
最
大
限
に
活
か
し
、

「
か
わ
べ
」
を
全
国
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
す
で
に
、
国
体

準
備
室
を
開
設
し
た
ほ
か
、
昨
年

の
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
視
察
、
兵

庫
の
じ
ぎ
く
国
体
の
資
料
分
析
な

ど
、
行
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

準
備
進
捗
状
況
や
国
体
情
報
は
広

報
な
ど
を
通
じ
て
随
時
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
大
会

成
功
の
た
め
、
町
民
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

県
神
社 

県
神
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